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教員組織の一元
化教員組織の一元
化

学生 教員

学部
　新潟大学の教員定員と教員組織が将来構想等検討委員

会で検討され、その後「教員定員全学調整委員会」と「新

たな教員組織」に関する二つの作業部会がスタートして

います。そして全学で教員人事が当面凍結される事態が

起きています。他大学でも例をみない「教員組織再編」が、

新潟大学ではじまっています。

　構想は、教員定員の削減、教員組織の縮小化に対応し

た教育体制と教員組織の再編の必要性、その他、新しい

教育研究分野等の創出を想定しています。そして、教員

定員を全学一元化し、学内措置による新体制へ移行し、左

図のように教育組織と教員組織が分離します。

　「教員組織再編」は、教育研究と大学の管理運営にわた

る「抜本的な」変更です。大学構成員みんなが十分考え

検討すべき問題です。
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学
部
教
育
の
責
任
は
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スタディ・スキルズ、ＦＤ、ＧＰＡ

学部教育の充実はどこへ学部教育の充実はどこへ
スタディ・スキルズ、ＦＤ、ＧＰＡ

　
教
育
組
織
と
教
員
組
織
の
見

直
し
に
は
、
教
育
の
責
任
体
制

は
重
要
で
す
。
魅
力
あ
る
大
学

づ
く
り
に
は
学
部
学
生
の
教
育

の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大

学
院
進
学
率
が
増
え
る
現
在
、

大
学
院
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
も
学
部
教
育
の
充
実
は
不
可

欠
で
す
。

　
教
育
組
織
と
教
員
組
織
の
分

離
に
よ
り
教
育
研
究
機
能
が
ど

の
よ
う
に
強
化
さ
れ
る
の
か
、

こ
の
案
で
は
見
え
ま
せ
ん
。
学

部
教
育
の
重
視
が
必
要
と
さ
れ

る
一
方
で
、
教
育
と
教
員
組
織

の
分
離
し
た
学
部
教
育
で
は
理

解
に
苦
し
み
ま
す
。

　
学
生
の
教
育
は
各
学
部
の
目

的
、
目
標
の
も
と
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
学
部

で
類
似
し
た
授
業
科
目
で
も
、

目
的
、
目
標
、
学
生
の
要
望
の
違

い
か
ら
そ
の
内
容
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
学
部
を
横

断
し
た
一
つ
の
分
野
か
ら
み
る

と
、
教
育
課
程
の
重
層
構
造
で
あ
り
、

無
駄
な
重
複
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
し
く
長
年
培
っ
て
き
た
手
厚
い
教

育
た
る
積
極
的
な
遺
産
で
す
。
教
育
・

教
員
組
織
を
再
編
す
る
と
き
、
こ
の

構
造
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か

が
重
要
で
す
。

　
今
回
の
再
編
案
で
は
、
学
部
は
存

続
し
ま
す
が
、
そ
の
学
部
の
目
的
・
目

標
に
て
ら
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど

こ
が
責
任
を
も
ち
実
行
す
る
の
か
不

明
で
す
。
専
門
分
野
ご
と
の
教
員
組

織
が
、
い
く
つ
か
の
学
部
の
目
的
、
目

標
お
よ
び
学
生
の
資
質
を
十
分
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
構
想

で
は
、
学
部
教
育
の
荒
廃
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。

学生組織と教員組織の分離により学部教育の形骸化を
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教員定員及び教員組織に関する構想図（案）

大学院 教員組織 学部等

全学教員定員調整委員会（仮称）

人文社会科学系
（　　　人）

（専門分野）

系別企画調整専門部会（仮称）

自然科学系
（　　　人）

（専門分野）

系別企画調整専門部会（仮称）

　医歯学系
（　　　人）

（専門分野）

系別企画調整専門部会（仮称）

人文学部

経済学部

法学部

教育人間科学部

理学部

工学部

農学部

医学部

歯学部

研究所

病院

センター

人文科学
（Ｍ）
法学
（Ｍ）
経済学
（Ｍ）

現
代
社
会
文
化
研
究
科
（Ｄ）

（Ｍ）

自
然
科
学
研
究
科
（Ｄ）

教育学
（Ｍ）

医
歯
学
総
合
研
究
科
（Ｄ）

保健学
（Ｍ）



互いの学問・教育を尊重する気風を互いの学問・教育を尊重する気風を
　
流
動
定
員
は
、
各
系
で
一
五
％
と
さ

れ
、
二
○
○
名
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の

数
は
定
員
削
減
の
対
応
を
は
る
か
に
越

え
、
新
し
い
事
業
の
展
開
に
重
点
が
お

か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
こ
の
数
字
の
ま
ま
再
編
さ
れ
る
な
ら

ば
、
既
存
分
野
の
維
持
発
展
を
抑
圧
し

流
動
定
員
を
捻
出
す
る
問
題
と
、
脚
光

を
あ
び
る
分
野
で
の
流
動
定
員
の
獲
得

と
い
う
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
ま
す
。

前
者
の
問
題
は
既
存
分
野
の
大
幅
な
縮

小
も
し
く
は
廃
止
を
意
味
し
、
後
者
で

は
分
野
間
で
の
流
動
定
員
の
争
奪
戦
と

い
う
事
態
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
新
規
の

教
育
研
究
は
、
大
学
の
政
策
に
よ
り
決

定
さ
れ
、
外
部
資
金
誘
導
型
の
新
規
分

野
や
国
策
に
沿
っ
た
分
野
が
優
先
さ
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
研
究
の

内
的
動
機
か
ら
生
ま
れ
た
新
分
野
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
困
難

に
な
り
ま
す
。
今
後
、
お
互
い
の
教
育
と

学
問
を
尊
重
す
る
気
風
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
縮
小
さ
れ
る
分
野
で
は
、
教
員

転
出
後
の
不
補
充
か
ら
、
若
手
研
究
者

の
転
出
、
流
動
化
を
結
果
と
し
て
阻
害

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
長
期
的
に
み
る
と
既

存
分
野
の
教
育
研
究
の
停
滞
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

15
％

で
大
混
乱

で
大
混
乱

教
員
会
議 教
授
会

教員会議で人事ができる？
や
は
り
教
特
法
が
基
本

や
は
り
教
特
法
が
基
本

　
教
員
組
織
の
再
編
は
、
管
理
運
営
母

体
の
大
幅
な
変
更
を
伴
い
ま
す
。
人
事

と
予
算
は
、
新
し
く
作
ら
れ
る
「
教
員

会
議
」
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
教
員
組
織

が
学
内
措
置
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
形
式
的
に
は
学
部
教
授
会
（
教
特

法
）
の
決
定
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
実

質
的
決
定
は
「
教
員
会
議
」
と
い
う
二

重
構
造
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら

か
の
組
織
が
バ
ー
チ
ャ 

ル
（
仮
想
的
）

と
い
っ
て
済
む
も
の
で
は
な
く
、
矛
盾

し
た
組
織
形
態
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
で
、
議
論
を
つ
く
し

責
任
を
も
っ
た
教
育
を
す
る
た
め
の
人
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
大
い
に
疑
問
で

す
。
さ
ら
に
、
全
学
的
な
人
事
方
針
が
実

質
的
に
「
教
員
定
員
全
学
調
整
委
員
会
」

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
今
回
の
「
人
事
凍
結
」
の

よ
う
に
大
学
上
層
部
の
意
向
だ
け
で
人
事

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
危
惧
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
部
局
長
、
評
議
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
が
ど
の
教
員
組
織
を
代
表
す
る
も

の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
、

新
た
に
大
学
構
成
員
自
治
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
ま
す
。
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人
事
凍
結

よ
り
も

討
議　
が
大
切

　
教
員
組
織
再
編
構
想
は
、
部
局
長
会
議
に
て
示
さ
れ
、
こ
の
構

想
を
す
す
め
る
た
め
の
二
つ
の
作
業
部
会
も
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
員
組
織
一
元
化
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
、
人

事
は
原
則
と
し
て
凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
事
は
大
学
教
育
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
バ
ー

チ
ャ
ル
な
組
織
と
い
っ
て
済
ま
せ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
問
題
は
、
新
潟
大
学
の
将
来
を
見
据
え
大
学
構
成
員
み
ん
な
で

考
え
る
問
題
で
あ
り
、
も
っ
と
議
論
が
必
要
で
す
。
構
想
の
決
定

と
人
事
の
凍
結
を
連
動
さ
せ
ず
、
討
議
の
機
会
を
保
障
す
る
よ
う

要
求
し
ま
す
。

学問の自由と大学の自治をあずかる私たちのアカウンタビ

リティを教員組織一元化に対しても発揮したいものです。
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学校教育法
　第59条　大学には、重要な事項を審議するため、教

　授会を置かなければならない。

教育公務員特例法
　採用及び昇任の方法

　第４条　５　教員の採用及び昇任のための選考は、

　評議会の議に基づき学長の定める基準により、教授

　会の議に基づき学長が行う。
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造


